
　今回ご紹介する板碑は、金沢西根字大久保の八幡神社内にある
二基であり、それぞれ弥陀三尊碑、八幡釈迦碑と呼ばれています。
弥陀三尊碑は、高さ78㎝、幅56㎝、厚さ22㎝で、中央に阿弥

陀如来（キリーク）の種子が直径28㎝の円相の中に刻まれ、向か
って左下に勢至菩薩（サク）、右下に聖観世音菩薩（サ）がそれぞ
れ直径17㎝の円相の中に刻まれています。弥陀三尊碑は、石材と
しては軽く柔らかい凝灰岩系の岩石を素材とした板碑です。
板碑の建てられた年代は、南北朝時代の北朝の年号である貞和年
間（1345年～1350年）とされていますが、600年以上も経過してい
ることから風化しており、建立年月日は読み取ることができません。
　また、弥陀三尊碑に向かって手前に祀られている八幡釈迦碑は、
高さ62㎝、幅64㎝、厚さ30㎝で、釈迦如来（バク）の種子が円相
の中に刻まれています。
江戸時代後期の旅行家、菅江真澄が記した月の出羽路仙北郡
十巻「大久保村」には「弥陀の種子ある石のみ1つ立っている。そ
の梵字石を、今は石町村の神明宮の杜に移してしまっている」と
残されています。真澄のいう梵字石は現在の石町神明社には見
当たらないことから、時期は分かりませんが、再び八幡神社内に
移転したとも考えられます。

　今月は、昭和53年に有形文化財（考古資料）として指定した「弥
陀三尊碑」と、昭和55年に同じく有形文化財（考古資料）として指
定した「八幡釈迦碑」をご紹介します。

美 郷 町 の 歴 史 と 文 化 を た ど る
文 化 財

探 訪
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八幡神社板碑二基

月の出羽路仙北郡十巻「大久保村」
八幡宮跡と弥陀の種子の碑（赤印）
（栗林次郎作写本：美郷町学友館蔵）

月の出羽路仙北郡十巻「大久保村」
八幡宮跡と弥陀の種子の碑（赤印）
（栗林次郎作写本：美郷町学友館蔵）

問●町農政課　農業振興班　☎0187（84）4908

センブリの播種作業を5月14日に町試験ほ場で
行いました。センブリの種は写真①を見ていただく
と分かるとおり、とても小さいです。そのため播種
作業は、種を水に混ぜ、写真②のようにジョウロで
行います。そして約3週間後には芽が出てきます。
　この播種作業の模様は美郷町公式Facebook
に掲載していますので、ぜひご覧ください。また、
生薬栽培をしてみたい方、興味のある方は町農政
課までお気軽にお問い合わせください。ください。

目指せ！

■写真①■写真①■写真①
■写真②■写真②■写真②

八幡神社板碑二基
（左側：弥陀三尊碑、右側：八幡釈迦碑）

八幡神社板碑二基
（左側：弥陀三尊碑、右側：八幡釈迦碑）
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センブリの播種作業（種まき）を行いました！



問い合わせ●図書館 ☎0187（84）4920

今こそ持ちたい手作りのエコバッグ｠

骨の髄
君はるか｠｠古関裕而と金子の恋
スーパー戦隊大図鑑デラックス
もしものせかい

ブティック社（出版）
甲斐 啓二郎（著）
古関 正裕（著）
ポプラ社（出版）

ヨシタケ シンスケ（著）

新刊図書のご案内
学友館から
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今
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ん

辰野 勇（著）
戸田 恭子（著）
伏木 暢顕（著）

サンドウィッチマン（著）
中村 計（著）
新堂 冬樹（著）
堂場 瞬一（著）
東野 圭吾（著）
廣嶋 玲子（著）
柚月 裕子（著）

辰野勇  モンベルの原点、山の美学
福祉業界で働く
子どもも喜ぶ10分出汁ごはん｠
サンドウィッチマンの東北魂
金足農業、燃ゆ
絶対聖域｠
空の声
クスノキの番人｠
赤の王｠
暴虎の牙

平和のバトン｠｠
しごとば  やっぱり｠
風を切って走りたい！
天使のにもつ
タヌキのきょうしつ

弓狩 匡純（著）
鈴木 のりたけ（作）
高橋 うらら（著）
いとう みく（著）
山下 明生（作）

ぱかぱかももんちゃん
おれ、よびだしになる｠
おばけのやだもん どうぶつえんにいく｠｠
鹿踊りのはじまり
ふかふかぽん！

とよた かずひこ（さく・え）
中川 ひろたか（文）

ひらの ゆきこ（さく・え）
宮沢 賢治（作）

若菜 ひとし・きよこ（作）

文文芸美郷

　作品には読み仮名をおふりいただき、応募される方のお名前、住所、電話番号を明記
のうえ、6月10日㈬までご応募ください。応募は1点とし、応募者多数の場合は掲載で
きないことがあります。内容が広報掲載上好ましくない作品については掲載しません。
応募先●町総務課、六郷出張所、仙南出張所　
　　　　町のメール　info@town.misato.akita.jp

作品（短歌・俳句・川柳・イラストなど）を募集します
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